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(57)【要約】
【課題】複数の内視鏡を用いて観察を行う場合に、所望
の映像出力を簡便な操作により設定することが可能な内
視鏡用信号処理装置を提供する。
【解決手段】本発明の内視鏡用信号処理装置は、第１の
内視鏡を接続するための第１の接続部と、第２の内視鏡
を接続するための第２の接続部と、第１の内視鏡及び第
２の内視鏡の少なくともいずれか一方から得られる映像
を出力する映像出力部と、第１の接続部に接続された第
１の内視鏡の個体情報、及び、第２の接続部に接続され
た第２の内視鏡の個体情報を検知する個体情報検知部と
、第１の内視鏡及び第２の内視鏡の夫々に対して優先度
を設定する優先度設定部と、個体情報検知部の検知結果
と、優先度設定部において設定された優先度とに基づい
て映像出力部から表示部への映像出力を制御する制御部
と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の内視鏡を接続するための第１の接続部と、
　第２の内視鏡を接続するための第２の接続部と、
　前記第１の内視鏡及び前記第２の内視鏡の少なくともいずれか一方から得られる映像を
出力する映像出力部と、
　前記第１の接続部に接続された前記第１の内視鏡の個体情報、及び、前記第２の接続部
に接続された前記第２の内視鏡の個体情報を検知する個体情報検知部と、
　前記第１の内視鏡及び前記第２の内視鏡の夫々に対して優先度を設定する優先度設定部
と、
　前記個体情報検知部の検知結果と、前記優先度設定部において設定された前記優先度と
に基づいて前記映像出力部から表示部への映像出力を制御する制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡用信号処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の内視鏡及び前記第２の内視鏡のうち、前記優先度が相対的に
高い一の内視鏡により得られた映像のみを前記表示部へ出力させる制御を前記映像出力部
に対して行うことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用信号処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記一の内視鏡が接続されている際に、前記優先度が相対的に低い他の
内視鏡がさらに接続された場合、該他の内視鏡が使用できない旨を前記表示部へ表示させ
るための制御を前記映像出力部に対して行うことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用
信号処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１の内視鏡及び前記第２の内視鏡のうち、前記優先度が相対的に
高い一の内視鏡により得られた映像を前記表示部の親画面へ出力させ、かつ、前記優先度
が相対的に低い他の内視鏡により得られた映像を前記表示部の子画面へ出力させる制御を
行うことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用信号処理装置に関し、特に、複数の内視鏡を同時に接続可能な内視
鏡用信号処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、工業分野及び医療分野等において従来広く用いられている。特に、医療
分野における内視鏡装置は、生体内の各種器官の観察等の用途において主に用いられてい
る。そして、前述した用途において用いられる内視鏡装置としては、例えば、特許文献１
に提案されているものがある。
【０００３】
　具体的には、特許文献１に記載の内視鏡装置は、内視鏡を接続可能な接続部が装置本体
に複数設けられているとともに、該接続部に接続された複数の内視鏡からそれぞれ入力さ
れる映像信号の表示方法を設定するための表示方法入力要求画面を表示部に表示する、と
いう構成を具備している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の内視鏡装置は、接続部に内視鏡を接続する度に、前述の表示方法入
力要求画面が毎回表示されてしまうような構成を具備している。そのため、術者等は、前
記接続部に接続する内視鏡を変更する度に映像信号の表示方法の設定を行わなければなら
ない。その結果、特許文献１に記載の内視鏡装置においては、複数の内視鏡を用いて観察
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を行う術者等に対して煩雑な操作を強いてしまう、という課題が生じている。
【０００５】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、複数の内視鏡を用いて観察を行
う場合に、所望の映像出力を簡便な操作により設定することが可能な内視鏡用信号処理装
置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡用信号処理装置は、第１の内視鏡を接続するための第１の接続
部と、第２の内視鏡を接続するための第２の接続部と、前記第１の内視鏡及び前記第２の
内視鏡の少なくともいずれか一方から得られる映像を出力する映像出力部と、前記第１の
接続部に接続された前記第１の内視鏡の個体情報、及び、前記第２の接続部に接続された
前記第２の内視鏡の個体情報を検知する個体情報検知部と、前記第１の内視鏡及び前記第
２の内視鏡の夫々に対して優先度を設定する優先度設定部と、前記個体情報検知部の検知
結果と、前記優先度設定部において設定された前記優先度とに基づいて前記映像出力部か
ら表示部への映像出力を制御する制御部と、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明における内視鏡用信号処理装置によると、複数の内視鏡を用いて観察を行う場合
に、所望の映像出力を簡便な操作により設定することが可能となるため、術者等が行う操
作の煩雑さを改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡用信号処理装置が用いられる内視鏡システ
ムの要部の構成を示す図。
【図２】図１のプロセッサの前面側の外観を示す図。
【図３】第１の実施形態において、プロセッサが有する各コネクタ受け部に対する優先度
を設定する際の設定画面の一例を示す図。
【図４】第１の実施形態において、各コネクタ受け部の優先度の設定に応じて行われる処
理の一例を示すフローチャート。
【図５】モニタに表示される警告の一例を示す図。
【図６】第１の実施形態において、各コネクタ受け部の優先度の設定に応じて行われる処
理の、図４とは異なる例を示すフローチャート。
【図７】ＰｉｎＰにおけるメイン画面及びサブ画面の一例を示す図。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る内視鏡用信号処理装置が用いられる内視鏡システ
ムの要部の構成を示す図。
【図９】第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設定
する際の設定画面の一例を示す図。
【図１０】第２の実施形態において、各内視鏡の優先度の設定に応じて行われる処理の一
例を示すフローチャート。
【図１１】第２の実施形態において、各内視鏡の優先度の設定に応じて行われる処理の、
図１０とは異なる例を示すフローチャート。
【図１２】第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設
定する際の設定画面の、図１０とは異なる例を示す図。
【図１３】第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設
定する際の設定画面の、図１０及び図１２とは異なる例を示す図。
【図１４】第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設
定する際の設定画面の、図１０、図１２及び図１３とは異なる例を示す図。
【図１５】第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設
定する際の設定画面の、図１０、図１２、図１３及び図１４とは異なる例を示す図。
【図１６】図１及び図８とは異なる内視鏡システムの要部の構成を示す図。
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【図１７】図１６のプロセッサの前面側の外観を示す図。
【図１８】図１６の内視鏡システムにおいて、内視鏡との通信によりプロセッサが得る情
報の一例を示す図。
【図１９】図１６のプロセッサが行う処理の一例を示す図。
【図２０】図１６の内視鏡システムにおいて、プロセッサが内視鏡を検出できなかった場
合の設定を行うための設定画面の一例を示す図。
【図２１】図１６のプロセッサが行う処理の、図１９とは異なる例を示す図。
【図２２】図１６の内視鏡システムにおいて、内視鏡の接続対象となるコネクタを通知す
るための文字列の表示例を示す図。
【図２３】図１６の内視鏡システムにおいて、内視鏡の型番等を手動により入力可能とす
る画面の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１０】
（第１の実施形態）
　図１から図７は、本発明の第１の実施形態に係るものである。図１は、本発明の第１の
実施形態に係る内視鏡用信号処理装置が用いられる内視鏡システムの要部の構成を示す図
である。図２は、図１のプロセッサの前面側の外観を示す図である。図３は、第１の実施
形態において、プロセッサが有する各コネクタ受け部に対する優先度を設定する際の設定
画面の一例を示す図である。図４は、第１の実施形態において、各コネクタ受け部の優先
度の設定に応じて行われる処理の一例を示すフローチャートである。図５は、モニタに表
示される警告の一例を示す図である。図６は、第１の実施形態において、各コネクタ受け
部の優先度の設定に応じて行われる処理の、図４とは異なる例を示すフローチャートであ
る。図７は、ＰｉｎＰにおけるメイン画面及びサブ画面の一例を示す図である。
【００１１】
　内視鏡システム１は、図１に示すように、内視鏡２ａと、内視鏡２ｂと、内視鏡２ａに
照明光を供給する光源装置３ａと、内視鏡２ｂに照明光を供給する光源装置３ｂと、内視
鏡用信号処理装置としてのプロセッサ４と、プロセッサ４から出力される映像信号に応じ
た被写体の像を表示するモニタ５と、プロセッサ４に対する各種の操作指示を行うことが
可能なキーボード６と、を有して構成されている。
【００１２】
　内視鏡２ａの先端部２１ａは、被写体の像を結像する対物光学系２１１ａと、対物光学
系２１１ａにより結像された被写体の像を撮像し、撮像信号として出力するＣＣＤ２１２
ａと、を有して構成されている。また、内視鏡２ａの基端部２２ａは、プロセッサ４に対
して着脱可能なコネクタ２２１ａを有して構成されている。
【００１３】
　内視鏡２ａの先端部２１ａから基端部２２ａにかけての部分には、ライトガイド２３ａ
が内蔵されている。ライトガイド２３ａは、一端側が先端部２１ａに配置されているとと
もに、他端側が光源装置３ａに接続されている。このような構成により、光源装置３ａか
ら供給される照明光は、ライトガイド２３ａを介し、観察対象となる被写体へ出射される
。
【００１４】
　内視鏡２ｂの先端部２１ｂは、被写体の像を結像する対物光学系２１１ｂと、対物光学
系２１１ｂにより結像された被写体の像を撮像し、撮像信号として出力するＣＣＤ２１２
ｂと、を有して構成されている。また、内視鏡２ｂの基端部２２ｂは、プロセッサ４に対
して着脱可能なコネクタ２２１ｂを有して構成されている。
【００１５】
　さらに、内視鏡２ｂの先端部２１ｂから基端部２２ｂにかけての部分には、ライトガイ
ド２３ｂが内蔵されている。ライトガイド２３ｂは、一端側が先端部２１ｂに配置されて
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いるとともに、他端側が光源装置３ｂに接続されている。このような構成により、光源装
置３ｂから供給される照明光は、ライトガイド２３ｂを介し、観察対象となる被写体へ出
射される。
【００１６】
　プロセッサ４は、コネクタ２２１ａを接続可能なコネクタ受け部４１ａと、コネクタ２
２１ｂを接続可能なコネクタ受け部４１ｂと、アナログ映像処理部４２ａ及び４２ｂと、
Ａ／Ｄコンバータ４３ａ及び４３ｂと、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂと、デジタ
ルシグナルプロセッサ（以降、ＤＳＰと略記する）４５と、Ｄ／Ａコンバータ４６と、各
種の制御等を行うＣＰＵ４７と、を有している。
【００１７】
　コネクタ受け部４１ａ及び４１ｂは、プロセッサ４の前面側（フロントパネル）におい
て、例えば図２に示すような形状を具備するように形成されている。
【００１８】
　アナログ映像処理部４２ａは、接続部としてのコネクタ受け部４１ａに接続された内視
鏡２ａから出力される撮像信号に対してノイズ除去等の処理を行い、該処理後の撮像信号
をＡ／Ｄコンバータ４３ａへ出力する。
【００１９】
　Ａ／Ｄコンバータ４３ａは、アナログ映像処理部４２ａから出力される撮像信号をデジ
タル信号に変換してデジタル映像処理部４４ａへ出力する。
【００２０】
　デジタル映像処理部４４ａは、Ａ／Ｄコンバータ４３ａから出力されるデジタル信号に
対し、γ補正等の処理を含む、映像の画質を整えるための複数の処理を行い、該処理後の
デジタル信号をＤＳＰ４５へ出力する。
【００２１】
　アナログ映像処理部４２ｂは、接続部としてのコネクタ受け部４１ｂに接続された内視
鏡２ｂから出力される撮像信号に対してノイズ除去等の処理を行い、該処理後の撮像信号
をＡ／Ｄコンバータ４３ｂへ出力する。
【００２２】
　Ａ／Ｄコンバータ４３ｂは、アナログ映像処理部４２ｂから出力される撮像信号をデジ
タル信号に変換してデジタル映像処理部４４ｂへ出力する。
【００２３】
　デジタル映像処理部４４ｂは、Ａ／Ｄコンバータ４３ｂから出力されるデジタル信号に
対し、γ補正等の処理を含む、映像の画質を整えるための複数の処理を行い、該処理後の
デジタル信号をＤＳＰ４５へ出力する。
【００２４】
　映像出力部としてのＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、プロセッサ４の設定画
面の生成、及び、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂから出力されるデジタル信号に対
するマスクの適用及びＰｉｎＰ（ピクチャーインピクチャー）用の画面の生成等の処理を
行い、処理結果としてのデジタル映像信号をＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００２５】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換し、表示部としてのモニタ５へ出力する。
【００２６】
　優先度設定部としての機能を有するＣＰＵ４７は、キーボード６においてなされた操作
指示に基づき、プロセッサ４の設定画面を生成させるための制御をＤＳＰ４５に対して行
う。なお、前記設定画面においてなされた設定内容は、ＣＰＵ４７の内部または外部に設
けられた図示しないメモリ等に保持されるものとする。
【００２７】
　また、接続検知部としての機能を有するＣＰＵ４７は、コネクタ受け部４１ａにおける
内視鏡２ａ（コネクタ２２１ａ）の接続状態と、コネクタ受け部４１ｂにおける内視鏡２



(6) JP 2013-126570 A 2013.6.27

10

20

30

40

50

ｂ（コネクタ２２１ｂ）の接続状態とを検知する。そして、制御部としての機能を有する
ＣＰＵ４７は、内視鏡２ａ（コネクタ２２１ａ）及び内視鏡２ｂ（コネクタ２２１ｂ）の
接続状態の検知結果と、図示しないメモリに保持された設定内容とに基づき、適切なマス
ク及びＰｉｎＰ用の画面等を生成させるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００２８】
　次に、内視鏡システム１の作用について説明を行う。
【００２９】
　まず、ユーザは、プロセッサ４の電源を投入した後、プロセッサ４の設定画面を表示さ
せるための操作指示をキーボード６において行う。
【００３０】
　ＣＰＵ４７は、キーボード６においてなされた前記操作指示に基づき、プロセッサ４の
設定画面を生成させるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００３１】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、プロセッサ４の設定画面を生成し、生成し
た該設定画面をデジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００３２】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、プロセッサ４の設定画面がモニタ５に
表示される。
【００３３】
　一方、ユーザは、モニタ５に表示される設定画面を見ながらキーボード６（または図示
しないマウス等）を操作することにより、該設定画面内に表示される各項目のうち、例え
ば図３の「スコープ設定」として示される項目を選択する。これにより、モニタ５に表示
される設定画面が、例えば図３に示すような、コネクタ受け部４１ａ及び４１ｂにおける
優先度の設定を行うための画面へ遷移する。
【００３４】
　遷移後の設定画面には、例えば図３に示すように、コネクタ受け部４１ａ及び４１ｂに
おける優先度を排他的に選択及び設定可能なプルダウンメニューが表示される。具体的に
は、遷移後の設定画面として、「優先度１」とするコネクタ受け部をプルダウンメニュー
により「第１コネクタ」または「第２コネクタ」のいずれかから選択できるとともに、「
優先度２」とするコネクタ受け部をプルダウンメニューにより「第１コネクタ」または「
第２コネクタ」のいずれかから選択できるような画面が表示される。なお、本実施形態に
おいては、図３に示す「第１コネクタ」がコネクタ受け部４１ａに対応し、かつ、図３に
示す「第２コネクタ」がコネクタ受け部４１ｂに対応するものとして説明を進める。また
、各実施形態において、「優先度１」は、「優先度２」に比べて相対的に高い優先度であ
るとして説明を行う。
【００３５】
　ユーザは、遷移後の設定画面を見ながらキーボード６（または図示しないマウス等）を
操作することにより、「優先度１」のコネクタ受け部と、「優先度２」のコネクタ受け部
とを夫々選択及び設定した後、各設定を確定する旨の操作指示を行う。この操作指示によ
り、遷移後の設定画面においてなされた各設定が、ＣＰＵ４７の内部または外部に設けら
れた図示しないメモリに保持される。
【００３６】
　ここで、内視鏡２ａ及び２ｂのうち、一方の内視鏡により得られた映像のみがモニタ５
のメイン画面に表示される場合に行われる処理について説明を行う。
【００３７】
　ＣＰＵ４７は、コネクタ受け部４１ａ及び４１ｂのいずれか一方において、１本目の内
視鏡が接続されたか否かを検知する（図４のステップＳ１）。そして、ＣＰＵ４７は、例
えば、コネクタ受け部４１ａ（「第１コネクタ」）にコネクタ２２１ａが接続されたこと
を検知すると、内視鏡２ａにより得られた映像を表示させるための制御をＤＳＰ４５に対
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して行う。
【００３８】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してマスクを適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバー
タ４６へ出力する。
【００３９】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５に表示される（図４のステップＳ２）。
【００４０】
　その後、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂがコネクタ受け部４１ｂに接続されたか否
かを検知する（図４のステップＳ３）。そして、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂがコ
ネクタ受け部４１ｂに接続されない場合においては、内視鏡２ａにより得られた映像を表
示し続ける。
【００４１】
　一方、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂがコネクタ受け部４１ｂに接続された場合、
図示しないメモリに保持されている設定内容に基づき、コネクタ受け部４１ｂ（「第２コ
ネクタ」）が「優先度１」として設定されているか否かを確認する（図４のステップＳ４
）。
【００４２】
　ＣＰＵ４７は、コネクタ受け部４１ｂ（「第２コネクタ」）が「優先度１」として設定
されていないことを確認した場合、コネクタ受け部４１ｂ（「第２コネクタ」）に接続さ
れた内視鏡２ｂが使用できない旨を示すための所定の警告情報を表示させるための制御を
ＤＳＰ４５に対して行う。
【００４３】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してマスクを適用した後、さらに、前述の所定の警告情報を重畳したも
のを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００４４】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、内視鏡２ａにより得られた映像に対し
、前述の所定の警告情報が重畳された画面がモニタ５に表示される（図４のステップＳ５
）。具体的には、図５に示すように、「優先度１」のコネクタ受け部に接続された内視鏡
により得られた映像を表示するメイン画面表示部１０１ａと、メイン画面表示部１０１ａ
を隠さないように重畳されるとともに、「優先度１」ではないコネクタ受け部（「第２コ
ネクタ」）に接続された内視鏡が使用できない旨の文字列が記載された警告メッセージボ
ックス１０１ｂと、を具備する画面がモニタ５に表示される。なお、図５に一例として示
した警告メッセージボックス１０１ｂは、例えば、内視鏡２ｂのコネクタ２２１ｂがコネ
クタ受け部４１ｂから抜去されるまでの間表示され続ける。
【００４５】
　また、ＣＰＵ４７は、図４のステップＳ４の処理において、コネクタ受け部４１ｂ（「
第２コネクタ」）が「優先度１」として設定されていることを確認した場合、モニタ５に
表示される映像を、内視鏡２ａにより得られた映像から内視鏡２ｂにより得られた映像へ
切り替えるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００４６】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号を遮断しつつ、デジタル映像処理部４４ｂから出力されたデジタル信号に対
してマスクを適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する
。
【００４７】
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　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、２本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ｂにより得られた映像がモニタ５に表示される（図４のステップＳ６）。
【００４８】
　なお、本実施形態のプロセッサ４は、コネクタ受け部を２つ有するものに限らず、コネ
クタ受け部を３つ以上有するものであっても良い。また、プロセッサ４がコネクタ受け部
を３つ以上有する場合、ＣＰＵ４７は、図４に示す一連の処理に関する制御として、例え
ば、相対的に最も優先度の高い一のコネクタ受け部に接続された一の内視鏡により得られ
た映像のみをモニタ５のメイン画面表示部に表示させるとともに、相対的に優先度の低い
他のコネクタ受け部に他の内視鏡が新たに接続される毎に警告メッセージを表示させる、
という制御をＤＳＰ４５に対して行うものであっても良い。
【００４９】
　続いて、内視鏡２ａ及び２ｂのうち、一方の内視鏡により得られた映像がモニタ５のメ
イン画面（親画面）に表示され、かつ、他方の内視鏡により得られた映像がモニタ５のサ
ブ画面（子画面）に表示される場合に行われる処理について説明を行う。
【００５０】
　ＣＰＵ４７は、コネクタ受け部４１ａ及び４１ｂのいずれか一方において、１本目の内
視鏡が接続されたか否かを検知する（図６のステップＳ１１）。そして、ＣＰＵ４７は、
例えば、コネクタ受け部４１ａ（「第１コネクタ」）にコネクタ２２１ａが接続されたこ
とを検知すると、内視鏡２ａにより得られた映像を表示させるための制御をＤＳＰ４５に
対して行う。
【００５１】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／
Ａコンバータ４６へ出力する。なお、このとき生成されるＰｉｎＰ用の画面は、例えば図
７に示すような、モニタ５の表示面における占有面積が相対的に広いメイン画面（親画面
）表示部１０２ａと、モニタ５の表示面における占有面積が相対的に狭いサブ画面（子画
面）表示部１０２ｂと、を具備するものであるとする。
【００５２】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示される（図
６のステップＳ１２）。
【００５３】
　その後、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂがコネクタ受け部４１ｂに接続されたか否
かを検知する（図６のステップＳ１３）。そして、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂが
コネクタ受け部４１ｂに接続されない場合においては、内視鏡２ａにより得られた映像を
モニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示し続ける。
【００５４】
　一方、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｂがコネクタ受け部４１ｂに接続された場合、
図示しないメモリに保持されている設定内容に基づき、コネクタ受け部４１ｂ（「第２コ
ネクタ」）が「優先度１」として設定されているか否かを確認する（図６のステップＳ１
４）。
【００５５】
　ＣＰＵ４７は、コネクタ受け部４１ｂ（「第２コネクタ」）が「優先度１」として設定
されていないことを確認した場合、２本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ｂによ
り得られた映像をモニタ５のサブ画面表示部１０２ｂに表示させるための制御をＤＳＰ４
５に対して行う。
【００５６】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂから
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出力された各デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用しつつ合成したものを、デジ
タル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００５７】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示されるとと
もに、２本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ｂにより得られた映像がモニタ５の
サブ画面表示部１０２ｂに表示される（図６のステップＳ１５）。
【００５８】
　また、ＣＰＵ４７は、図６のステップＳ１４の処理において、コネクタ受け部４１ｂ（
「第２コネクタ」）が「優先度１」として設定されていることを確認した場合、モニタ５
のメイン画面表示部１０２ａに表示される映像を、内視鏡２ａにより得られた映像から内
視鏡２ｂにより得られた映像へ切り替えるとともに、内視鏡２ａにより得られた映像をモ
ニタ５のサブ画面表示部１０２ｂに表示させるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００５９】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂから
出力された各デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用しつつ合成したものを、デジ
タル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００６０】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、２本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ｂにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示される（図
６のステップＳ１６）とともに、１本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ａにより
得られた映像がモニタ５のサブ画面表示部１０２ｂに表示される（図６のステップＳ１７
）。
【００６１】
　なお、本実施形態のプロセッサ４は、コネクタ受け部を２つ有するものに限らず、コネ
クタ受け部を３つ以上有するものであっても良い。また、プロセッサ４がコネクタ受け部
を３つ以上有する場合、ＣＰＵ４７は、図６に示す一連の処理に関する制御として、例え
ば、相対的に最も優先度の高いコネクタ受け部に接続された内視鏡により得られた映像を
モニタ５のメイン画面表示部（親画面）に表示させるとともに、相対的に２番目に優先度
の高いコネクタ受け部に接続された内視鏡により得られた映像をモニタ５のサブ画面表示
部（子画面）に表示させる、という制御をＤＳＰ４５に対して行うものであっても良い。
【００６２】
　以上に述べたように、本実施形態の内視鏡システム１は、プロセッサ４に設けられた各
コネクタ受け部における優先度を夫々設定することができるとともに、モニタ５における
映像出力が該優先度に基づいて適宜変更される。そのため、本実施形態の内視鏡システム
１によれば、複数の内視鏡を用いて観察を行う場合に、所望の映像出力を簡便な操作によ
り設定することができる。
【００６３】
（第２の実施形態）
　図８から図１５は、本発明の第２の実施形態に係るものである。図８は、本発明の第２
の実施形態に係る内視鏡用信号処理装置が用いられる内視鏡システムの要部の構成を示す
図である。図９は、第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優
先度を設定する際の設定画面の一例を示す図である。図１０は、第２の実施形態において
、各内視鏡の優先度の設定に応じて行われる処理の一例を示すフローチャートである。図
１１は、第２の実施形態において、各内視鏡の優先度の設定に応じて行われる処理の、図
１０とは異なる例を示すフローチャートである。図１２は、第２の実施形態において、プ
ロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設定する際の設定画面の、図１０とは異な
る例を示す図である。図１３は、第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視
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鏡に対する優先度を設定する際の設定画面の、図１０及び図１２とは異なる例を示す図で
ある。図１４は、第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先
度を設定する際の設定画面の、図１０、図１２及び図１３とは異なる例を示す図である。
図１５は、第２の実施形態において、プロセッサに接続される内視鏡に対する優先度を設
定する際の設定画面の、図１０、図１２、図１３及び図１４とは異なる例を示す図である
。
【００６４】
　なお、以降の説明において、第１の実施形態と同様の構成を持つ部分については、詳細
な説明を省略する。また、本実施形態における内視鏡システムの構成は、第１の実施形態
における内視鏡システム１と類似の構成を有している。そのため、本実施形態においては
、第１の実施形態における内視鏡システムと異なる部分について主に説明を行うものとす
る。
【００６５】
　内視鏡システム１Ａは、図８に示すように、内視鏡２ａと、内視鏡２ｃと、内視鏡２ａ
に照明光を供給する光源装置３ａと、内視鏡２ｃに照明光を供給する光源装置３ｃと、内
視鏡用信号処理装置としてのプロセッサ４Ａと、プロセッサ４Ａから出力される映像信号
に応じた被写体の像を表示するモニタ５と、プロセッサ４Ａに対する各種の操作指示を行
うことが可能なキーボード６と、を有して構成されている。
【００６６】
　内視鏡２ｃの先端部２１ｃは、被写体の像を結像する対物光学系２１１ｃと、対物光学
系２１１ｃにより結像された被写体の像を撮像し、撮像信号として出力するＣＣＤ２１２
ｃと、を有して構成されている。また、内視鏡２ｃの内部には、ＣＣＤ２１２からの撮像
信号に対してノイズ除去及びＡ／Ｄ変換等の処理を行うことにより、デジタル信号を生成
して出力する前処理部２１３ｃが設けられている。さらに、内視鏡２ｃの基端部２２ｃは
、プロセッサ４Ａのデジタルコネクタ４１ｄに対して着脱可能なコネクタ２２１ｃを有し
て構成されている。
【００６７】
　内視鏡２ｃの先端部２１ｃから基端部２２ｃにかけての部分には、ライトガイド２３ｃ
が内蔵されている。ライトガイド２３ｃは、一端側が先端部２１ｃに配置されているとと
もに、他端側が光源装置３ｃに接続されている。このような構成により、光源装置３ｃか
ら供給される照明光は、ライトガイド２３ｃを介し、観察対象となる被写体へ出射される
。
【００６８】
　プロセッサ４Ａは、コネクタ２２１ａを接続可能なアナログコネクタ４１ｃと、コネク
タ２２１ｃを接続可能なデジタルコネクタ４１ｄと、アナログ映像処理部４２ａと、Ａ／
Ｄコンバータ４３ａと、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂと、デジタルシグナルプロ
セッサ（以降、ＤＳＰと略記する）４５と、Ｄ／Ａコンバータ４６と、ＣＰＵ４７と、を
有している。
【００６９】
　アナログコネクタ４１ｃは、コネクタ２２１ａを介して内視鏡２ａと接続可能であると
ともに、プロセッサ４Ａの内部においてアナログ映像処理部４２ａと電気的に接続されて
いる。
【００７０】
　デジタルコネクタ４１ｄは、コネクタ２２１ｃを介して内視鏡２ｃと接続可能であると
ともに、プロセッサ４Ａの内部においてデジタル映像処理部４４ｂと電気的に接続されて
いる。
【００７１】
　すなわち、本実施形態のプロセッサ４Ａは、第１の実施形態におけるプロセッサ４から
アナログ映像処理部４２ｂ及びＡ／Ｄコンバータ４３ｂを取り除き、コネクタ受け部４１
ａの代わりにアナログコネクタ４１ｃが設けられ、コネクタ受け部４１ｂの代わりにデジ
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タルコネクタ４１ｄが設けられ、デジタルコネクタ４１ｄとデジタル映像処理部４４ｂと
が直接接続されたものとして構成されている。
【００７２】
　個体情報検知部としての機能を有するＣＰＵ４７は、アナログコネクタ４１ｃに内視鏡
２ａが接続された際に、通信により内視鏡２ａの個体情報を検知する。また、個体情報検
知部としての機能を有するＣＰＵ４７は、デジタルコネクタ４１ｄに内視鏡２ｃが接続さ
れた際に、通信により内視鏡２ｃの個体情報を検知する。そして、制御部としての機能を
有するＣＰＵ４７は、各内視鏡における個体情報の検知結果と、図示しないメモリに保持
された設定内容とに基づき、適切なマスク及びＰｉｎＰ用の画面等を生成させるための制
御をＤＳＰ４５に対して行う。なお、ＣＰＵ４７が検知する前記個体情報には、アナログ
スコープまたはデジタルスコープのいずれかであるかの情報が少なくとも含まれているも
のとする。
【００７３】
　次に、内視鏡システム１Ａの作用について説明を行う。
【００７４】
　まず、ユーザは、プロセッサ４Ａの電源を投入した後、プロセッサ４Ａの設定画面を表
示させるための操作指示をキーボード６において行う。
【００７５】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、プロセッサ４Ａの設定画面を生成し、生成
した該設定画面をデジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００７６】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、プロセッサ４Ａの設定画面がモニタ５
に表示される。
【００７７】
　一方、ユーザは、モニタ５に表示される設定画面を見ながらキーボード６（または図示
しないマウス等）を操作することにより、該設定画面内に表示される各項目のうち、例え
ば図９の「スコープ設定」として示される項目を選択する。これにより、モニタ５に表示
される設定画面が、例えば図９に示すような、アナログコネクタ４１ｃに接続される内視
鏡２ａ、及び、デジタルコネクタ４１ｄに接続される内視鏡２ｃにおける優先度の設定を
行うための画面へ遷移する。
【００７８】
　遷移後の設定画面には、例えば図９に示すように、内視鏡２ａ及び２ｃにおける優先度
を排他的に選択及び設定可能なプルダウンメニューが表示される。具体的には、遷移後の
設定画面として、「優先度１」とするコネクタ受け部をプルダウンメニューにより「アナ
ログスコープ」または「デジタルスコープ」のいずれかから選択できるとともに、「優先
度２」とするコネクタ受け部をプルダウンメニューにより「アナログスコープ」または「
デジタルスコープ」のいずれかから選択できるような画面が表示される。なお、本実施形
態においては、図９に示す「アナログスコープ」が内視鏡２ａに対応し、かつ、図９に示
す「デジタルスコープ」が内視鏡２ｃに対応するものとして説明を進めるものとする。
【００７９】
　ユーザは、遷移後の設定画面を見ながらキーボード６（または図示しないマウス等）を
操作することにより、「優先度１」の内視鏡と、「優先度２」の内視鏡とを夫々選択及び
設定した後、各設定を確定する旨の操作指示を行う。この操作指示により、遷移後の設定
画面においてなされた各設定が、ＣＰＵ４７の内部または外部に設けられた図示しないメ
モリに保持される。
【００８０】
　ここで、内視鏡２ａ及び２ｂのうち、一方の内視鏡により得られた映像のみがモニタ５
のメイン画面に表示される場合に行われる処理について説明を行う。
【００８１】
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　ＣＰＵ４７は、アナログコネクタ４１ｃ及びデジタルコネクタ４１ｄのいずれか一方に
おいて、１本目の内視鏡が接続されたか否かを検知する（図１０のステップＳ２１）。そ
して、ＣＰＵ４７は、例えば、アナログコネクタ４１ｃにコネクタ２２１ａが接続された
ことを検知すると、内視鏡２ａ（「アナログスコープ」）により得られた映像を表示させ
るための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００８２】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してマスクを適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバー
タ４６へ出力する。
【００８３】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５に表示される（図１０のステップＳ２２）。
【００８４】
　その後、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続されたか
否かを検知する（図１０のステップＳ２３）。そして、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２
ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続されない場合においては、内視鏡２ａにより得られた
映像を表示し続ける。
【００８５】
　一方、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続された場合
、図示しないメモリに保持されている設定内容に基づき、内視鏡２ｃ（「デジタルスコー
プ」）が「優先度１」として設定されているか否かを確認する（図１０のステップＳ２４
）。
【００８６】
　ＣＰＵ４７は、内視鏡２ｃ（「デジタルスコープ」）が「優先度１」として設定されて
いないことを確認した場合、内視鏡２ｃ（「デジタルスコープ」）に接続された内視鏡２
ｂが使用できない旨を示すための所定の警告情報を表示させるための制御をＤＳＰ４５に
対して行う。
【００８７】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してマスクを適用した後、さらに、前述の所定の警告情報を重畳したも
のを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【００８８】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、内視鏡２ａにより得られた映像に対し
、前述の所定の警告情報が重畳された画面がモニタ５に表示される（図１０のステップＳ
２５）。なお、図１０のステップＳ２５の処理においてモニタ５に表示される画面は、図
５に示すものであっても良く、または、図５の警告メッセージボックス１０１ｂ内の文字
列をより適切な文字列に変更したものであっても良い。
【００８９】
　また、ＣＰＵ４７は、図１０のステップＳ２４の処理において、内視鏡２ｃ（「デジタ
ルスコープ」）が「優先度１」として設定されていることを確認した場合、モニタ５に表
示される映像を、内視鏡２ａにより得られた映像から内視鏡２ｃにより得られた映像へ切
り替えるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００９０】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号を遮断しつつ、デジタル映像処理部４４ｂから出力されたデジタル信号に対
してマスクを適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する
。
【００９１】
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　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、２本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ｃにより得られた映像がモニタ５に表示される（図１０のステップＳ２６）。
【００９２】
　なお、本実施形態のプロセッサ４Ａは、コネクタ受け部を２つ有するものに限らず、コ
ネクタ受け部を３つ以上有するものであっても良い。また、プロセッサ４Ａがコネクタ受
け部を３つ以上有する場合、ＣＰＵ４７は、図１０に示す一連の処理に関する制御として
、例えば、相対的に最も優先度の高い一の内視鏡により得られた映像のみをモニタ５のメ
イン画面表示部に表示させるとともに、相対的に優先度の低い他のコネクタ受け部に他の
内視鏡が新たに接続される毎に警告メッセージを表示させる、という制御をＤＳＰ４５に
対して行うものであっても良い。
【００９３】
　続いて、内視鏡２ａ及び２ｃのうち、一方の内視鏡により得られた映像がモニタ５のメ
イン画面（親画面）に表示され、かつ、他方の内視鏡により得られた映像がモニタ５のサ
ブ画面（子画面）に表示される場合に行われる処理について説明を行う。
【００９４】
　ＣＰＵ４７は、アナログコネクタ４１ｃ及びデジタルコネクタ４１ｄのいずれか一方に
おいて、１本目の内視鏡が接続されたか否かを検知する（図１１のステップＳ３１）。そ
して、ＣＰＵ４７は、例えば、アナログコネクタ４１ｃにコネクタ２２１ａが接続された
ことを検知すると、内視鏡２ａ（「アナログスコープ」）により得られた映像を表示させ
るための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【００９５】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａから出力された
デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用したものを、デジタル映像信号としてＤ／
Ａコンバータ４６へ出力する。なお、このとき生成されるＰｉｎＰ用の画面は、例えば図
７に示すような、モニタ５の表示面における占有面積が相対的に広いメイン画面（親画面
）表示部１０２ａと、モニタ５の表示面における占有面積が相対的に狭いサブ画面（子画
面）表示部１０２ｂと、を具備するものであるとする。
【００９６】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示される（図
１１のステップＳ３２）。
【００９７】
　その後、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続されたか
否かを検知する（図１１のステップＳ３３）。そして、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２
ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続されない場合においては、内視鏡２ａにより得られた
映像をモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示し続ける。
【００９８】
　一方、ＣＰＵ４７は、２本目の内視鏡２ｃがデジタルコネクタ４１ｄに接続された場合
、図示しないメモリに保持されている設定内容に基づき、内視鏡２ｃ（「デジタルスコー
プ」）が「優先度１」として設定されているか否かを確認する（図１１のステップＳ３４
）。
【００９９】
　ＣＰＵ４７は、内視鏡２ｃ（「デジタルスコープ」）が「優先度１」として設定されて
いないことを確認した場合、２本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ｃにより得ら
れた映像をモニタ５のサブ画面表示部１０２ｂに表示させるための制御をＤＳＰ４５に対
して行う。
【０１００】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂから
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出力された各デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用しつつ合成したものを、デジ
タル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【０１０１】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、１本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ａにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示されるとと
もに、２本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ｃにより得られた映像がモニタ５の
サブ画面表示部１０２ｂに表示される（図１１のステップＳ３５）。
【０１０２】
　また、ＣＰＵ４７は、図１１のステップＳ３４の処理において、内視鏡２ｃ（「デジタ
ルスコープ」）が「優先度１」として設定されていることを確認した場合、モニタ５のメ
イン画面表示部１０２ａに表示される映像を、内視鏡２ａにより得られた映像から内視鏡
２ｃにより得られた映像へ切り替えるとともに、内視鏡２ａにより得られた映像をモニタ
５のサブ画面表示部１０２ｂに表示させるための制御をＤＳＰ４５に対して行う。
【０１０３】
　ＤＳＰ４５は、ＣＰＵ４７の制御に基づき、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂから
出力された各デジタル信号に対してＰｉｎＰ用の画面を適用しつつ合成したものを、デジ
タル映像信号としてＤ／Ａコンバータ４６へ出力する。
【０１０４】
　Ｄ／Ａコンバータ４６は、ＤＳＰ４５から出力されるデジタル映像信号をアナログ映像
信号に変換してモニタ５へ出力する。これにより、２本目に接続された内視鏡としての、
内視鏡２ｃにより得られた映像がモニタ５のメイン画面表示部１０２ａに表示される（図
１１のステップＳ３６）とともに、１本目に接続された内視鏡としての、内視鏡２ａによ
り得られた映像がモニタ５のサブ画面表示部１０２ｂに表示される（図１１のステップＳ
３７）。
【０１０５】
　なお、本実施形態のプロセッサ４Ａは、コネクタ受け部を２つ有するものに限らず、コ
ネクタ受け部を３つ以上有するものであっても良い。また、プロセッサ４がコネクタ受け
部を３つ以上有する場合、ＣＰＵ４７は、図１１に示す一連の処理に関する制御として、
例えば、相対的に最も優先度の高いコネクタ受け部に接続された内視鏡により得られた映
像をモニタ５のメイン画面表示部（親画面）に表示させるとともに、相対的に２番目に優
先度の高いコネクタ受け部に接続された内視鏡により得られた映像をモニタ５のサブ画面
表示部（子画面）に表示させる、という制御をＤＳＰ４５に対して行うものであっても良
い。
【０１０６】
　また、本実施形態のプロセッサ４Ａは、自身に接続される内視鏡がアナログスコープま
たはデジタルスコープのいずれであるかに応じて映像出力の優先度を設定可能なものに限
らず、例えば、内視鏡により得られる映像の画質、内視鏡の適用部位、特殊光観察への対
応の可否、または、内視鏡の機種に応じて映像出力の優先度を設定可能なものであっても
良い。
【０１０７】
　例えば、内視鏡により得られる映像の画質（通常または高精細等）に応じた映像出力の
優先度を設定する場合には、図１２に示すような設定画面を表示させるようにすれば良い
。
【０１０８】
　例えば、内視鏡の適用部位（上部、下部、気管支または外科用等）に応じた映像出力の
優先度を設定する場合には、図１３に示すような設定画面を表示させるようにすれば良い
。
【０１０９】
　例えば、特殊光観察への対応の可否（通常観察用、ＮＢＩまたはＡＦＩ等）に応じた映
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像出力の優先度を設定する場合には、図１４に示すような設定画面を表示させるようにす
れば良い。
【０１１０】
　例えば、内視鏡の機種（型番）に応じた映像出力の優先度を設定する場合には、図１５
に示すような設定画面を表示させるようにすれば良い。
【０１１１】
　なお、本実施形態においては、内視鏡の機能に関する要素としての、以上に挙げた各種
の要素を２つ以上組み合わせたものが、映像出力の優先度の設定を行う際に用いられるも
のであっても良い。
【０１１２】
　以上に述べたように、本実施形態の内視鏡システム１Ａは、プロセッサ４Ａに接続され
る各内視鏡の優先度を夫々設定することができるとともに、モニタ５における映像出力が
該優先度に基づいて適宜変更される。そのため、本実施形態の内視鏡システム１Ａによれ
ば、複数の内視鏡を用いて観察を行う場合に、所望の映像出力を簡便な操作により設定す
ることができる。
【０１１３】
　ところで、複数の内視鏡を接続可能なプロセッサにおいては、使用する内視鏡をどのコ
ネクタ受け部に接続すべきかを一目で判別することが困難である。そのため、複数の内視
鏡を接続可能なプロセッサにおいては、内視鏡をプロセッサに接続する際の操作が煩雑化
してしまう、という問題点がある。そして、このような問題点から着想を得たものとして
の、複数の内視鏡を接続可能なプロセッサにおいて、使用する内視鏡をどのコネクタ受け
部に接続すべきかを容易に判別可能とする内視鏡システムの構成等について以下に述べる
。
【０１１４】
　内視鏡システム１Ｂは、図１６に示すように、内視鏡２ｄと、内視鏡２ｄに照明光を供
給する光源装置３ｄと、プロセッサ４Ｂと、プロセッサ４Ｂから出力される映像信号に応
じた被写体の像を表示するモニタ５と、プロセッサ４Ｂに対する各種の操作指示を行うこ
とが可能なキーボード６と、を有して構成されている。また、プロセッサ４Ｂは、ＬＡＮ
等のネットワーク回線を介してデータベースサーバ７と接続されている。
【０１１５】
　内視鏡２ｄの先端部２１ｄは、被写体の像を結像する対物光学系２１１ｄと、対物光学
系２１１ｄにより結像された被写体の像を撮像し、撮像信号として出力するＣＣＤ２１２
ｄと、を有して構成されている。また、内視鏡２ｄには、プロセッサ４Ｂとの間において
、無線による通信を行うことが可能な赤外線通信部２１４ｄが設けられている。さらに、
内視鏡２ｄの基端部２２ｄは、プロセッサ４Ｂに対して着脱可能なコネクタ２２１ｄを有
して構成されている。
【０１１６】
　内視鏡２ｄの先端部２１ｄから基端部２２ｄにかけての部分には、ライトガイド２３ｄ
が内蔵されている。ライトガイド２３ｄは、一端側が先端部２１ｄに配置されているとと
もに、他端側が光源装置３ｄに接続されている。このような構成により、光源装置３ｄか
ら供給される照明光は、ライトガイド２３ｄを介し、観察対象となる被写体へ出射される
。
【０１１７】
　プロセッサ４Ｂは、近傍にＬＥＤ４１１ｃが設けられたアナログコネクタ４１ｃと、近
傍にＬＥＤ４１１ｄが設けられたデジタルコネクタ４１ｄと、アナログ映像処理部４２ａ
と、Ａ／Ｄコンバータ４３ａと、デジタル映像処理部４４ａ及び４４ｂと、ＤＳＰ４５と
、Ｄ／Ａコンバータ４６と、ＣＰＵ４７と、内視鏡に関する各種の情報が格納されている
メモリ４８と、ＣＰＵ４７とデータベースサーバ７との間の通信を仲介するネットワーク
インターフェース４９と、赤外線通信部４１２と、を有している。
【０１１８】
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　アナログコネクタ４１ｃ及びデジタルコネクタ４１ｄは、プロセッサ４Ｂの前面側（フ
ロントパネル）において、例えば図１７に示すような形状を具備するように形成されてい
る。
【０１１９】
　アナログコネクタ４１ｃは、コネクタ２２１ｄを介して内視鏡２ｄと接続可能であると
ともに、プロセッサ４Ｂの内部においてアナログ映像処理部４２ａと電気的に接続されて
いる。
【０１２０】
　デジタルコネクタ４１ｄは、コネクタ２２１ｄを介して内視鏡２ｄと接続可能であると
ともに、プロセッサ４Ｂの内部においてデジタル映像処理部４４ｂと電気的に接続されて
いる。
【０１２１】
　ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄは、例えば図１７に示すように、プロセッサ４Ｂの前面側
（フロントパネル）において、発光面を視認することができるような位置に配置されてい
る。
【０１２２】
　赤外線通信部４１２は、内視鏡２ｄに設けられた赤外線通信部２１４ｄとの間において
、無線による通信を行うことができる。また、赤外線通信部４１２は、赤外線通信部２１
４ｄとの間における通信により得られた情報をＣＰＵ４７へ出力する。なお、赤外線通信
部４１２は、赤外線通信部２１４ｄとの間における通信により、例えば図１８に列挙して
いるような、内視鏡の型番、シリアルナンバー及び接続形式等のうちの少なくとも１つの
情報を得るものとする。
【０１２３】
　ここで、内視鏡システム１Ｂにおいて、アナログコネクタ４１ｃまたはデジタルコネク
タ４１ｄのどちらにコネクタ２２１ｄを接続すればよいかを、内視鏡２ｄの接続形式を直
接的に検知して通知する場合に行われる動作等について述べる。
【０１２４】
　まず、ユーザは、内視鏡システム１Ｂの各部の電源を投入した後、赤外線通信部２１４
ｄと赤外線通信部４１２との間の通信が可能な距離まで内視鏡２ｄを近づける。
【０１２５】
　ＣＰＵ４７は、赤外線通信部４１２からの情報が入力された場合、プロセッサ４Ｂに内
視鏡２ｄが接続されようとしていることを検出する（図１９のステップＳ１０１）。
【０１２６】
　ＣＰＵ４７は、赤外線通信部４１２からの情報と、メモリ４８に格納された情報とを照
合することにより、内視鏡２ｄがアナログスコープまたはデジタルスコープのどちらであ
るかを検出した（図１９のステップＳ１０２及びＳ１０３）後、検出結果に応じたＬＥＤ
を点灯させる。すなわち、内視鏡２ｄがアナログスコープである場合には、アナログコネ
クタ４１ｃの近傍に設けられたＬＥＤ４１１ｃを点灯させ（図１９のステップＳ１０４）
、または、内視鏡２ｄがデジタルスコープである場合には、デジタルコネクタ４１ｄの近
傍に設けられたＬＥＤ４１１ｄを点灯させる（図１９のステップＳ１０５）。
【０１２７】
　一方、ＣＰＵ４７は、図１９のステップＳ１０２及びＳ１０３の処理において、赤外線
通信部４１２からの情報と、メモリ４８に格納された情報とを照合してもなお、内視鏡２
ｄがアナログスコープまたはデジタルスコープのどちらであるかを判定できない場合には
、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させないまま一連の処理を終了する。
【０１２８】
　また、ＣＰＵ４７は、図１９のステップＳ１０１の処理において、所定の期間内に赤外
線通信部４１２からの情報が入力されない場合、内視鏡非検出時用の設定がなされている
か否かの確認を行う（図１９のステップＳ１０６）。
【０１２９】
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　なお、内視鏡非検出時用の設定は、例えば、図２０に示すような設定画面において、内
視鏡２ｄを使用する事前に行うことができる。具体的には、図２０に示すような設定画面
によれば、内視鏡非検出時において、アナログコネクタ４１ｃまたはデジタルコネクタ４
１ｄのどちらのコネクタを使用するかを予め設定することができる。
【０１３０】
　ＣＰＵ４７は、内視鏡非検出時の設定がなされていることを検出した場合、該設定がア
ナログスコープまたはデジタルスコープのどちらであるかを識別した（図１９のステップ
Ｓ１０７及びＳ１０８）後、検出結果に応じたＬＥＤを点灯させる。すなわち、内視鏡非
検出時の設定がアナログスコープである場合には、アナログコネクタ４１ｃの近傍に設け
られたＬＥＤ４１１ｃを点灯させ（図１９のステップＳ１０４）、または、内視鏡非検出
時の設定がデジタルスコープである場合には、デジタルコネクタ４１ｄの近傍に設けられ
たＬＥＤ４１１ｄを点灯させる（図１９のステップＳ１０５）。
【０１３１】
　一方、ＣＰＵ４７は、図１９のステップＳ１０６の処理において、内視鏡非検出時の設
定がなされていないことを検出した場合には、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させな
いまま一連の処理を終了する。また、ＣＰＵ４７は、図１９のステップＳ１０７及びＳ１
０８の処理において、内視鏡非検出時の設定がアナログスコープまたはデジタルスコープ
のどちらであるかを識別できない場合には、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させない
まま一連の処理を終了する。
【０１３２】
　続いて、内視鏡システム１Ｂにおいて、アナログコネクタ４１ｃまたはデジタルコネク
タ４１ｄのどちらにコネクタ２２１ｄを接続すればよいかを、内視鏡２ｄの接続形式を型
番から間接的に検知して通知する場合に行われる動作等について述べる。
【０１３３】
　ＣＰＵ４７は、赤外線通信部４１２からの情報に基づいて内視鏡２ｄの型番が取得でき
た場合、プロセッサ４Ｂに内視鏡２ｄが接続されようとしていることを検出する（図２１
のステップＳ１１１）。
【０１３４】
　ＣＰＵ４７は、得られた内視鏡２ｄの型番と、データベースサーバ７のデータベース内
の各内視鏡の型番とを照合する。そして、ＣＰＵ４７は、内視鏡２ｄの型番に該当するも
のがデータベースサーバ７のデータベース内に存在していた場合、内視鏡２ｄがアナログ
スコープまたはデジタルスコープのどちらであるかを検出した（図２１のステップＳ１１
３及びＳ１１４）後、検出結果に応じたＬＥＤを点灯させる。すなわち、内視鏡２ｄがア
ナログスコープである場合には、アナログコネクタ４１ｃの近傍に設けられたＬＥＤ４１
１ｃを点灯させ（図２１のステップＳ１１５）、または、内視鏡２ｄがデジタルスコープ
である場合には、デジタルコネクタ４１ｄの近傍に設けられたＬＥＤ４１１ｄを点灯させ
る（図２１のステップＳ１１６）。
【０１３５】
　一方、ＣＰＵ４７は、図２１のステップＳ１１３及びＳ１１４の処理において、内視鏡
２ｄの型番に該当するものがデータベースサーバ７のデータベース内に存在していてもな
お、内視鏡２ｄがアナログスコープまたはデジタルスコープのどちらであるかを判定でき
ない場合には、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させないまま一連の処理を終了する。
【０１３６】
　また、ＣＰＵ４７は、図２１のステップＳ１１１の処理において、所定の期間内に内視
鏡２ｄの型番が得られなかった場合、または、図２１のステップＳ１１２の処理において
、内視鏡２ｄの型番に該当するものがデータベースサーバ７のデータベース内に存在しな
かった場合のいずれかに該当した際に、（例えば図２０に示すような設定画面において）
内視鏡非検出時用の設定がなされているか否かの確認を行う（図２１のステップＳ１１７
）。
【０１３７】
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　ＣＰＵ４７は、内視鏡非検出時の設定がなされていることを検出した場合、該設定がア
ナログスコープまたはデジタルスコープのどちらであるかを識別した（図２１のステップ
Ｓ１１８及びＳ１１９）後、検出結果に応じたＬＥＤを点灯させる。すなわち、内視鏡非
検出時の設定がアナログスコープである場合には、アナログコネクタ４１ｃの近傍に設け
られたＬＥＤ４１１ｃを点灯させ（図２１のステップＳ１１５）、または、内視鏡非検出
時の設定がデジタルスコープである場合には、デジタルコネクタ４１ｄの近傍に設けられ
たＬＥＤ４１１ｄを点灯させる（図２１のステップＳ１１６）。
【０１３８】
　一方、ＣＰＵ４７は、図２１のステップＳ１１７の処理において、内視鏡非検出時の設
定がなされていないことを検出した場合には、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させな
いまま一連の処理を終了する。また、ＣＰＵ４７は、図２１のステップＳ１１８及びＳ１
１９の処理において、内視鏡非検出時の設定がアナログスコープまたはデジタルスコープ
のどちらであるかを識別できない場合には、ＬＥＤ４１１ｃ及び４１１ｄを点灯させない
まま一連の処理を終了する。
【０１３９】
　なお、ＣＰＵ４７は、例えば図２２の「コネクタ２に接続して下さい。」というような
、内視鏡の接続対象となるコネクタを通知するための文字列を、ＬＥＤの点灯に併せてモ
ニタ５に表示させるための制御をＤＳＰ４５に対して行うものであっても良い。
【０１４０】
　また、内視鏡システム１Ｂによれば、図示しない検査終了スイッチまたは検査開始スイ
ッチの押下に応じて、例えば図２３に示すような、使用する内視鏡の型番等を手動により
入力可能な画面を表示する構成を具備するものであっても良い。
【０１４１】
　以上に述べた内視鏡システム１Ｂによれば、プロセッサに設けられた複数のコネクタ受
け部のうち、内視鏡を接続すべきコネクタ受け部がどれであるかを視覚的に通知すること
ができる。すなわち、内視鏡システム１Ｂによれば、複数の内視鏡を接続可能なプロセッ
サにおいて、使用する内視鏡をどのコネクタ受け部に接続すべきかを容易に判別すること
ができる。
【０１４２】
　本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範
囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【０１４３】
１，１Ａ，１Ｂ　内視鏡システム
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ　内視鏡
３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ　光源装置
４，４Ａ，４Ｂ　プロセッサ
５　モニタ
６　キーボード
４１ａ，４１ｂ　コネクタ受け部
４１ｃ　アナログコネクタ
４１ｄ　デジタルコネクタ
４７　ＣＰＵ
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１４４】
【特許文献１】特開平７－２５０８１３号公報
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